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 こんにちは！インディアナ州派遣の城間わか桜です。アメリカに来てもう半年が過ぎました。本当に時間ってあっという間だなと感

じてます。私がステイしているインディアナ州は特別な観光地があるとかそんなところではないですが、有名なイベントといえば、カーレ

ースのインディ 500 ですかね。去年は日本人の佐藤琢磨選手が優勝したというニュースを見たのを覚えてます。 

 

さて、今回は私の学校についてお話しします。私はホストファミリーの家の近くの公立高校に通っています。全校生徒約 2300人

の大きな学校です。学校は 8:50～3:40で、1日 4 コマ、1 コマ 90分です。まず、アメリカの学校と日本の学校の違いは、校

内にごっついセキュリティの人が廊下に立っています。時々、生徒同士がケンカしたりするので、それに対応したりします。毎回ケンカ

を見るたんびに、そこらへん幼いなぁ～なんて思ったり。まぁ、日本が平和なのかな。あと、学校にカフェテリアがあるのもアメリカなら

ではじゃないかと思いますが正直、カフェテリアのご飯はあまり美味しいとは思いません。ピザやハンバーガー、アイシングがたっぷりかか

ったクッキー、炭酸飲料など。本当に日本の給食のクオリティーの高さを感じます。また、ランチを学校に持って行くにしても、サンドウ

ィッチを自分で作って持って行くのですが、私は最初の 2 ヶ月そんなことを毎日して、サンドウィッチに飽きてサンドウィッチが食べられな

くなったとか、、、(*_*)最近ではおにぎりを作ったりして、自分なりになんとか頑張ってます。日本では、お母さんが毎日早起きして

弁当を作ってくれたのが当たり前のことに感じてたけど、今ではそれってとてもありがたいことなんだと気付かされました。 

また、みなさんもわかるかと思いますが、授業は日本よりゆるい。いくつかのクラスはケータイをいじることもできるし、飲食もできま

す。先生がりんごを食べながら説明したり(^^)また、生徒が授業中にチョコレートやキャンディなどを売ってたり。でも、ちゃんと質問に

対して発言もするし、日本の学校みたいに寝る人はいません。 

１つ驚いたことがあって、いつもより宿題が多い週にクラスメイトが先生に「私達のこと嫌いなの？」と質問した時、私は「えっ、先

生にこんな質問をするんだ⁉」とびっくりしました。でも先生は「あなた達のこと大好きだよ」と笑顔で答えたので、ほわ～んとした空気

になりました。日本では絶対こんなことないですよね。たぶん笑 

あと、アメリカといえば人種問題！私の学校の人種の割合は黒人が 5割、白人が 3 割、ヒスパニック系が 2 割、アジア系は本当に

少ないです(いたとしても韓国人が多い)。ちなみに日本人は私 1人だけ。私の勝手な考えですが、全体的に黒人が多いので、差

別は少ないのではないかなとか思ってます。私は言ったことないですが、もしも人種的なことを言うと周りから"Racist(人種差別だ

ー！)"と言われます。いまのところ人種差別を受けたことはありません。でも数学の時間にこれって人種差別？になるのかな？と不

思議に思ったことがあります。それはグループ学習をしてて、偶然にも私のグループがアジア系の顔の人達(実際に何名かはアジア系

ではなかったけど)が集まって、近くのグループには黒人の生徒が集まったグループがあって、そのグループの 1人の生徒が私のグループ

に向かって「そっちのグループは頭のいいアジア人が集まってていいな」と悪気は全くなく、羨ましそうに言ってたので別に嫌な気持ちに

なったわけじゃないけど、これって人種差別なのかと疑問に思いました。その話を私のホストマザーにするとアジア人が頭がいいという

のは間違えではないと言ってました。私のホストマザーによると、ある研究者によってそれは証明されているそうです。ちょっとそれも悲

しいことだなと思いました。正直、人種についてどこまで言っていいことか、いけないことか少し戸惑うことが時々あります。 

話は変わりますが、来年度の県費留学生の合格者が決まったと聞きました。おめでとうございます‼︎ 私から特に英語圏への派遣

が決まった方に留学前にオススメしたいことは、海外の映画を見ることです。まず、私がアメリカに来て 1番感じたのは、他の国から

の留学生のスピーキング力の高さ。私も来たばかりの時は英語は聞き取れるのに、言いたいことがとっさに言えなかったり。彼らにど

のように英語を話せるようになったの？と聞くと、映画を見まくった！とか、イングリッシュスピーカーと話す機会があったなどなど。ドイツ

からの留学生によると、ドイツではテレビで英語の映画が字幕なしで放送されてるらしいです。映画を見ていると、日常で使われて

るフレーズを学ぶことができると思います。実際に映画を見ていると、「こんなときにこの表現を使うのか」「〇〇と言いたいときはこの

言い方を使うのか」など学べることが沢山あります。これは、留学する人に限らず、オススメしたいです。周りに英語喋れる人とか

いないからなどと環境のせいにしたりせず、今の時代は良い意味で簡単に海外の人と繋がれると思うし、YouTubeを利用する

など、方法は様々です。今回はこれくらいにしときます。読んでくれてありがとうございました。残り少ない留学生活、悔いのないよ

う頑張ります。 

 

 

 


